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 平成２１年３月２１日（土）に九州大学田島寮の閉寮記念式典が開催されましたので、

ご報告させていただきます。この式典は平成２１年３月をもって閉寮する田島寮を偲ぶた

めに、現役田島寮生と九州大学学生寮同窓会の共催によって開催いたしました。本会から

は私が企画の補助に当たりましたが、ほとんどすべての企画・運営は現役の田島寮生が実

に熱心に行ってくれました。 

 当日は現役の田島寮生はもちろんですが、全国からの多くの寮 OB に参加をいただきまし

た。総長をはじめとした各界で活躍されている方々にもご参列いただき、ご挨拶をいただ

きました。式典の最後には参加者全員で寮歌を歌いましたが、昔の OB は巻頭言から始まり

節のついた寮歌・逍遥歌を、若い OB は節がなく声を張り上げて歌詞を叫ぶ最近の形の寮歌

を歌いました。時代がすすむにつれ巻頭言や節が失われ、寮歌の形が変わってしまったこ

とに寂しさを感じている方もいらっしゃいましたが、私はそれでも長年にわたり引き継が

れていった「寮歌」という存在を誇りに思いました。多くの OB も感慨深げに歌われていま

した。 

 式典の後、会場を六本松キャンパス生協食堂に移し懇親会を行いましたが、こちらにも

多くの方々にご参加いただきました。式典とは打って変わってざっくばらんな雰囲気で、

あらゆる年代入り混じって楽しく談笑したしました。このように年代や出身に関係なく、

いつまでたっても同じように話ができるのも、寮ならではのことではないかと思います。

お酒や食べ物がすぐになくなってしまいましたが、それでも皆さん    尽きることなく昔

の思い出話に花を咲かせていらっしゃいました。 

 私は、大事なことはすべて寮から教わりました。そんな田島寮がなくなってしまい私自

身非常に残念ですが、式典や懇親会を見ていると、この繋がりや寮で培われた精神は OB の

中に脈々と引き継がれていくのだと思います。今後この伝統を現役の九大生に引き継いで

いくためにも、大学関係者の皆様と我々同窓会とでより一層協力していけることを願いま

す。  


